
第３章 今後増加する水害リスク 

 「気候変動を踏まえた治水計画のあり方 提言」※1では、将来の気温上昇を2℃以下に抑えるというパリ協
定の目標を基に開発されたシナリオ(RCP2.6)に基づく将来降雨量は1.1倍、平均海面水位は0.29～
0.59m上昇(「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言」※2)すると予測しています。 
 このため、今後の水害対策のあり方として、「気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について ～あらゆる関
係者が流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換 答申」では、「・・・・気候変動による影響や社会の
変化などを踏まえ、住民一人ひとりに至るまで社会のあらゆる関係者が、意識・行動・仕組みに防災・減災を考
慮することが当たり前となる、防災・減災が主流となる社会の形成を目指し、流域全員が協働して流域全体で
行う持続可能な「流域治水」へ転換するべきである。」と述べています。 

● 気候変動を考慮した将来の降雨量の変化倍率 

  ※1 気候変動を踏まえた治水計画のあり方 提言 R1.10 気候変動を踏まえた治水計画のあり方技術検討会 
※2 気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言 R2.7 気候変動を踏まえた海岸保全のあり方検討委員会 

● 気候変動を考慮した将来の平均海面水位の上昇量  

図 将来降雨の変化 

図 海岸保全に影響する気候変動の現状と予測 
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